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竹中博さん

▲受賞した瀧瀬忠彦さん

▲小型ポンプの部優勝　小島分団　第２班▲ポンプ車の部優勝　揖斐分団　第１班

　

地
域
の
発
展
や
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど

で
長
年
功
績
の
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
県

各
界
功
労
者
表
彰
式
が
５
月
13
日（
火
）、

ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館（
岐
阜
市
）で
行
わ
れ
、

82
人
と
３
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
か
ら
は
、
市
町
村
行
政
の
分

野
で
所
と
こ
ろ

登と

喜き

雄お

さ
ん
（
谷
汲
高
科
）、
ス

ポ
ー
ツ
功
労
の
分
野
で
竹た
け

中な
か

博ひ
ろ
しさ
ん
（
谷

汲
大
洞
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
さ
ん
は
、
16
年
以
上
の
長
き
に
わ
た

る
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竹
中
さ
ん
は
、
岐
阜
県
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
協
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

選
手
を
国
体
優
勝
に
導
く
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
25
日（
日
）、市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
９
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
消
防
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
た
こ
の
大
会
に
は
、
町
内
の
消
防
団

か
ら
49
チ
ー
ム
（
小
型
ポ
ン
プ
部
32
チ
ー

ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
17
チ
ー
ム
）
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

動
作
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
消

防
操
法
で
は
、
日
頃
の
訓
練
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
試
さ
れ
ま
す
。

　

郡
大
会
へ
の
出
場
権
が
か
か
っ
た
こ
の

大
会
、
ど
の
チ
ー
ム
も
白
熱
し
た
操
法
を

展
開
し
ま
し
た

　

出
場
隊
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　

優　

勝　

小
島
分
団　

第
２
班

　

準
優
勝　

小
津
分
団　

第
１
班

　

３　

位　

大
深
分
団　

第
３
班

　

４　

位　

大
和
分
団　

第
２
班

　

５　

位　

小
島
分
団　

第
４
班

　

６　

位　

大
深
分
団　

第
２
班

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　

優　

勝　

揖
斐
分
団　

第
１
班

　

準
優
勝　

名
礼
分
団　

第
１
班

　

３　

位　

小
島
分
団　

第
２
班

　

４　

位　

大
和
分
団　

第
２
班

　

５　

位　

坂
下
分
団

　

６　

位　

名
礼
分
団　

第
２
班

岐
阜
県
各
界
功
労
者
表
彰
を

受
賞

全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会

会
長
表
彰
を
受
賞

　

行
政
相
談
委
員
の
瀧た

き

瀬せ

忠た
だ

彦ひ
こ

さ
ん
（
谷

汲
長
瀬
）
が
、
公
益
社
団
法
人
全
国
行
政

相
談
委
員
連
合
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

瀧
瀬
さ
ん
は
行
政
相
談
委
員
を
平
成
15

年
か
ら
務
め
ら
れ
、
行
政
へ
の
要
望
や
苦

情
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
９
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会　

～
迅
速
・
適
切
な
消
火
活
動
の
基
礎
と
な
る
操
法
技
術
を
競
う
～

平成２６年  夏の交通安全県民運動
【実施期間】　７月１１日（金）～２０日（日）
《スローガン》ゆずりあう心で　

夏の交通事故防止
【運動の重点】
　◦�全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底

　◦飲酒運転の根絶
　◦子ども交通事故防止

所登喜雄さん
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▲健康クイズの様子

▲マイ箸づくり

▲デンソー対ルネサスの様子

▲岐阜総合学園和太鼓サークルの演奏

　

５
月
11
日（
日
）、
揖
斐
川
中
央
公
民
館

で
、「
高
齢
者
福
祉
～
い
き
い
き
は
つ
ら

つ
健
康
で
幸
せ
！
～
」
を
テ
ー
マ
に
「
い

び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
の
健
康
と
福
祉
に
関
す
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
健
康
福
祉
団
体
の
活
動
紹
介

や
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
示
、
健
康
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は

健
康
づ
く
り
や
福
祉
へ
の
関
心
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

は
、
自
ら
介
護
用
品
に
触
れ
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
苦
労
を
学
ん
だ
り
、
健
康
ク

イ
ズ
で
自
分
の
知
識
を
確
か
め
る
参
加
者

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
外
の
テ
ン
ト
で
は
、
バ
ザ
ー

や
ぜ
ん
ざ
い
の
無
料
配
布
な
ど
も
あ
り
、

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

第
47
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

１
部
リ
ー
グ
第
２
節
岐
阜
大
会

　

５
月
10
日（
土
）と
11
日（
日
）の
２
日

間
、「
第
47
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

１
部
リ
ー
グ
第
２
節
岐
阜
大
会
」
が
揖
斐

川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

試
合
に
は
現
在
リ
ー
グ
ト
ッ
プ
（
※
第

５
節
現
在
）
の
デ
ン
ソ
ー
や
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
っ
た
上
野

由
岐
子
選
手
が
所
属
す
る
ル
ネ
サ
ス
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
高
崎
な
ど
４
チ
ー
ム
が
２

日
間
に
わ
た
っ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
２
日
目
の
デ
ン
ソ
ー
対
ル
ネ
サ
ス
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
高
崎
戦
で
は
、
投
打
で

強
さ
を
見
せ
た
デ
ン
ソ
ー
が
６

－

４
で
ル

ネ
サ
ス
を
く
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
日
の
試
合
終
了
後
に
は
、
デ

ン
ソ
ー
の
選
手
に
よ
る
技
術
講
習
会
が
行

わ
れ
、
町
内
外
か
ら
小
中
学
生
約
１
２
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
花
桃
フ
ェ
ス
タ

～
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を
魅
了
～

い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
２
０
１
４

森
林
・
環
境
税
を
活
用
し
た

小
学
校
野
外
学
習
活
動
を
実
施

　

揖
斐
川
町
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら「
清

流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活
用
し

た
「
い
び
が
わ
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、小
学
校
の

野
外
学
習
活
動
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の

で
５
月
14
日（
水
）～
15
日（
木
）に
か
け
て
、

「
ふ
じ
は
し 

星
の
家
」で
、北
方
小
学
校
の

５
年
生
児
童
28
名
が
、野
外
学
習
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
は
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や

丸
太
切
り
体
験
を
、２
日
目
に
は
、
ヒ
ノ
キ

の
間
伐
材
を
使
っ
た
マ
イ
箸
づ
く
り
や
、野

外
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、「
自
然
の
中
で
、学

校
の
授
業
で
は
で
き
な
い
体
験
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
７
月
ま
で
に
全
て
の
小
学
校

で
同
様
の
野
外
学
習
活
動
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
11
日（
日
）、
旧
久
瀬
小
中
学
校
の

グ
ラ
ン
ド
で
、「
２
０
１
４
花
桃
フ
ェ
ス

タ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
の
花
「
は
な

も
も
」に
ち
な
ん
だ
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

今
年
も
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
の
郷
土
芸
能
の

東
津
汲
鎌
倉
踊
り
や
子
ど
も
た
ち
の
演
奏

な
ど
の
ほ
か
、
演
歌
歌
手
の
歌
謡
シ
ョ
ー

や
和
太
鼓
演
奏
な
ど
も
あ
り
、
澄
み
渡
っ

た
青
空
の
下
、
来
場
者
は
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
産
な
ど
が
味
わ
え
る
バ
ザ
ー

な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
気
に
入
り

の
食
べ
物
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
会
場
で
は
来
場
者
に
白
龍
神

社
で
祈
祷
さ
れ
た
ゆ
で
卵
が
無
料
で
振
る

舞
わ
れ
、
テ
ン
ト
の
前
に
は
人
気
の
行
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。



Public Information IBIGAWA 6

▲スラローム競技で優勝した加藤哲平選手

▲田植えの様子　収穫は９月♪

▲鍬入れのセレモニーの様子

　

５
月
22
日（
木
）、
県
の
「
ぎ
ふ
の
棚
田

21
選
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
春
日
美
束
の

貝
原
棚
田
で
、
春
日
小
学
校
31
名
の
児
童

が
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

３
０
０
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

貝
原
棚
田
は
、
等
高
線
に
合
わ
せ
て
細

か
く
作
ら
れ
た
美
し
い
形
状
が
特
徴
で
、

１
６
８
枚
（
３
・
５
ha
）
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

児
童
が
田
植
を
し
た
の
は
そ
の
う
ち
４

枚（
約
１
㌃
）の
田
ん
ぼ
で
、地
域
の
人
に

教
わ
り
な
が
ら
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

田
植
え
を
教
え
た
春
日
公
民
館
の
林
孝

芳
さ
ん
は
「
田
植
え
を
し
て
か
ら
お
弁
当

に
な
る
ま
で
に
は
手
間
も
時
間
も
掛
る
。

手
作
業
で
の
お
米
作
り
の
大
変
さ
や
楽
し

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

９
月
末
に
は
、
稲
刈
り
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　

揖
斐
川
町
と
福
井
県
池
田
町
を
結
ぶ
国

道
４
１
７
号
「
冠
山
峠
道
路
」
の
着
工
式

典
が
、
５
月
17
日（
土
）、
福
井
県
池
田
町

の
ト
ン
ネ
ル
建
設
現
場
で
開
か
れ
、
国
や

両
県
の
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
、
工

事
の
安
全
と
早
期
完
成
を
願
い
ま
し
た
。

　

着
工
し
た
工
事
は
、
冠
山
峠
道
路
の
２

つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
延
長
７
・
８
㎞
の

道
路
の
一
部
で
、
完
成
は
、
平
成
29
年
２

月
の
予
定
。
将
来
、
全
線
が
開
通
す
る
と

現
在
の
林
道
を
通
る
ル
ー
ト
と
比
べ
約
１

時
間
10
分
の
短
縮
と
な
る
こ
と
か
ら
近
隣

市
町
の
期
待
や
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

式
典
で
は
、
高
木
毅
国
土
交
通
副
大
臣

が
あ
い
さ
つ
し
た
他
、揖
斐
川
町
住
民（
元

徳
山
村
民
）
の
期
待
の
言
葉
や
鍬
入
れ
の

セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
秋
に
揖
斐
川
町
谷
汲
で
開
催
さ
れ

る
第
39
回
全
国
育
樹
祭
の
町
実
行
委
員
会

が
設
立
さ
れ
、
５
月
16
日（
金
）に
第
１
回

目
の
実
行
委
員
会
が
揖
斐
川
町
役
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
育
樹
祭
の
趣
旨
や
町
の
役

割
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
説
明

が
あ
り
、
育
樹
祭
の
成
功
に
向
け
て
町
あ

げ
て
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

育
樹
祭
は
、緑
化
推
進
の
国
民
的
祭
典

で
、揖
斐
川
町
で
は
、昭
和
32
年
に
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
が
お
手
植
え
さ
れ
た
樹
木

（
ス
ギ
）の
お
手
入
れ
行
事
と
式
典
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、
宗
宮
町
長
を
委
員
長

と
し
て
地
域
や
各
団
体
の
代
表
者
な
ど
75

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宗
宮
町
長
は
、
会
議
で
「
豊
か
な
森
林

を
守
る
こ
の
行
事
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

春
日
小
学
校
全
校
児
童
田
植
え
体
験

～
春
日
美
束
の
貝
原
棚
田
～

第
35
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
会
開
催

　

５
月
24
日（
土
）、25
日（
日
）の
２
日
間
、

朝
鳥
公
園
前
の
揖
斐
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技

場
で
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
今
秋
開
催
さ
れ
る
長
崎
国

体
の
東
海
地
区
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、
揖

斐
川
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
４
カ
ヌ
ー
ス
ラ

ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
競
技
会

も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た

選
手
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
代
表
選
手
は
、
２
種
目
・
男
女

と
も
第
１
位
を
獲
得
し
、
長
崎
国
体
の
出

場
が
決
定
し
ま
し
た
。
大
会
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

▲実行委員会の様子

第
39
回
全
国
育
樹
祭

揖
斐
川
町
実
行
委
員
会
が
発
足

国
道
４
１
７
号
冠
山
峠
道
路
着
工

～
福
井
県
と
つ
な
ぐ
ト
ン
ネ
ル
整
備
～
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５
月
25
日（
日
）、
西
濃
地
区
10
会
場

（
町
内
６
会
場
）
で
「
２
０
１
４
揖
斐
川

流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
が
開
か
れ
、
約

２
０
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
き
れ
い
な
水
を

次
の
世
代
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
西
濃

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
主
体

と
な
っ
て
平
成
12
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
い

る
事
業
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
朝
８
時
半
の
号
砲
で
ス

タ
ー
ト
し
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
環
境
へ
の

意
識
の
向
上
か
ら
年
々
ゴ
ミ
は
減
っ
て
い

る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
粗
大
ゴ
ミ
や
建
築

廃
材
な
ど
も
あ
り
身
勝
手
な
ゴ
ミ
の
投
棄

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
日
、
町
内
で
拾
い
集
め
ら
れ
た
ゴ

ミ
は
、
１
・
５
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
５
杯
分
。
清

掃
活
動
終
了
後
に
は
、
揖
斐
川
の
水
質
検

査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
25
日（
日
）か
ら
６
月
１
日（
日
）の

期
間
で
谷
汲
参
道
新
緑
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

谷
汲
山
参
道
と
い
え
ば
、
県
内
屈
指
の

桜
、
紅
葉
の
名
所
で
す
が
、
今
回
が
第
１

回
目
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
若
葉
が
眩

し
い
新
緑
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
谷
汲
観

光
協
会
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

８
０
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
参
道
に
は
、
桜

と
紅
葉
が
交
互
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
初
々
し
い
若
葉
を
芽
吹
か
せ
て

い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
郷
土
芸
能
の
「
谷
汲
踊
」

の
上
演
や
大
道
芸
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
が
あ
り
、
訪
れ
た
観
光
客
の
目
を
引
い

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
道
を
散
策
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
買
い
物
や
食
事
を
楽
し
む
人
も
多
く

見
ら
れ
、
新
緑
の
下
で
の
和
み
を
満
喫
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

５
月
25
日（
日
）、
市
場
の
粕
川
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
で
、
揖
斐
川
中
部
漁
業

協
同
組
合
主
催
の
「
あ
ま
ご
釣
り
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
釣
り
大
会
は
、
川
へ
の
愛
着
や
自

然
保
護
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
か
れ
て
お
り
毎
年
、
町
内
外
か

ら
釣
り
の
愛
好
者
や
親
子
連
れ
な
ど
が
大

勢
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
９
時
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
参
加
者
ら

は
川
に
イ
ク
ラ
な
ど
を
餌
に
し
た
釣
り
糸

を
た
ら
し
、
次
々
と
あ
ま
ご
を
釣
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

大
き
い
も
の
は
30
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
り
、

川
魚
特
有
の
ひ
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
子
ど
も
向
け
の
つ

か
み
捕
り
も
あ
り
、
人
気
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

▲新緑の谷汲山参道

▲釣りを楽しむ参加者

▲作品を鑑賞する来場者

▲ゴミ拾いをする参加者

い
び
花
と
緑
の
ま
つ
り
２
０
１
４

～
花
の
美
し
さ
伝
え
た
い
～

　

５
月
24
日（
土
）と
25
日（
日
）の
２
日

間
、
花
と
緑
を
テ
ー
マ
と
し
た
祭
典
「
い

び
花
と
緑
の
ま
つ
り
２
０
１
４
」
が
揖
斐

川
町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

愛
好
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主

催
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
盆
栽
や
山
野

草
、
古
木
な
ど
の
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た

作
品
、
約
２
５
０
点
が
展
示
さ
れ
来
場
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

屋
外
で
山
野
草
教
室
の
こ
け
た
ま
作
り

や
バ
ザ
ー
、
鉢
植
え
な
ど
の
販
売
も
行
わ

れ
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た
花
と
緑
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
花
の
手
入
れ
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
４
揖
斐
川
流
域

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

谷
汲
参
道
新
緑
ま
つ
り

～
新
緑
が
和
み
を
演
出
～

第
７
回

ふ
れ
あ
い
あ
ま
ご
釣
り
祭
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▲真っ赤に蘇った消火栓（ 永）

▲フラッグを持って入場する子たち

▲無事を祈る神事の様子

　

６
月
１
日（
日
）、
長
良
川
競
技
場
で
揖

斐
川
町
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
（
対
京
都
サ

ン
ガ
Ｆ
Ｃ
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
と

の
連
携
を
目
的
と
し
た
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

デ
ー
で
は
、
会
場
内
で
町
の
物
産
を
販
売

し
た
り
、
入
場
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
す
る
な
ど
揖
斐
川
町
の
魅
力
を
来
場
者

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

試
合
前
に
は
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

揖
斐
川
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

フ
ラ
ッ
グ
を
持
っ
て
選
手
と
入
場
し
、
観

客
の
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
Ｆ
Ｃ
岐
阜
が
強
豪
京

都
サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ
を
相
手
に
２

－

１
で
勝
利

を
収
め
、
会
場
は
歓
喜
に
沸
い
て
い
ま
し

た
。

　

６
月
１
日（
日
）、
福
井
県
と
の
県
境
に

あ
る
夜
叉
ヶ
池
の
山
開
き
式
が
坂
内
川
上

の
登
山
口
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

坂
内
観
光
協
会
主
催
の
式
典
で
は
、
田

中
観
光
協
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
ほ
か

シ
ー
ズ
ン
の
無
事
を
祈
っ
て
神
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

龍
神
伝
説
が
残
る
夜
叉
ヶ
池
は
、
山
頂

１
１
０
０
ｍ
に
あ
る
池
の
神
秘
的
な
風
景

や
広
葉
樹
の
新
緑
が
美
し
く
毎
年
多
く
の

登
山
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

登
山
道
の
雪
が
解
け
、
山
開
き
と
な
っ

た
こ
の
日
は
、
登
山
ウ
ェ
ア
ー
に
身
を
包

ん
だ
登
山
客
２
０
０
人
が
登
山
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

山
頂
ま
で
は
、
約
３
㎞
、
１
時
間
半
ほ

ど
で
登
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
日
帰
り
登

山
に
最
適
で
す
。
夜
叉
ヶ
池
登
山
は
降
雪

の
あ
る
11
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

５
月
31
日（
土
）、
茶
畑
の
絶
景
が
広
が

る
春
日
上
ヶ
流
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
「
い
び
が
わ
ハ
イ
キ
ン
グ
・
茶
摘
み
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
、
催
し
は
、
お
茶
の
栽
培
が
盛
ん

な
春
日
上
ヶ
流
地
域
の
魅
力
を
多
く
人
に

感
じ
て
も
ら
お
う
と
地
元
の
有
志
ら
が
開

催
し
た
も
の
で
、
町
内
外
か
ら
約
３
０
０

人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
春
日
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
て
上
ヶ

流
へ
と
続
く
コ
ー
ス
を
巡
り
、
途
中
、
茶

摘
み
体
験
や
試
飲
、
バ
ザ
ー
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
、
春
日
地
域
の
自

然
が
満
喫
で
き
ま
す
。

　

新
芽
が
芽
吹
い
た
茶
畑
で
は
、
参
加
者

が
大
切
そ
う
に
茶
葉
を
摘
み
取
っ
て
い
ま

し
た
。

　

茶
葉
は
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
れ
る
ほ
か
、

煎
茶
と
も
交
換
で
き
、
参
加
者
に
好
評
で

し
た
。

サ
ッ
カ
ー
Ｆ
Ｃ
岐
阜「
揖
斐
川
町

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」で
町
を
Ｐ
Ｒ

水
道
組
合
が
消
火
栓
の
塗
装

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

～
赤
キ
ラ
リ
～

　

６
月
３
日（
火
）、
町
内
の
水
道
業
者
ら

で
組
織
す
る
揖
斐
川
町
水
道
組
合
が
、
古

く
な
っ
た
消
火
栓
の
塗
装
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
奉
仕
活
動
は
、
消
火
栓
の
設
置
に

携
わ
っ
た
町
の
水
道
業
者
ら
が
、
劣
化
し

て
塗
装
が
薄
く
な
っ
た
消
火
栓
に
色
を

塗
っ
て
老
朽
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
で
、
今

年
で
５
年
目
で
す
。

　

こ
の
日
は
、

永
地
区
の
消
火
栓
70
基

の
塗
装
を
し
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
お
よ
そ
８
０
０
基
の
消
火
栓

が
あ
り
、
今
回
で
４
７
０
基
の
補
修
が
完

了
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
水
道
組
合

の
磯
川
賢
二
さ
ん
は
、「
町
の
美
化
は
大

切
な
こ
と
。
来
年
は
育
樹
祭
の
谷
汲
を
重

点
に
や
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

水
道
組
合
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。

▲茶摘み体験をする参加者

い
び
が
わ
ハ
イ
キ
ン
グ
in
上
ヶ
流

～
茶
摘
み
体
験
～

夜
叉
ヶ
池
登
山
道
山
開
き

～
龍
神
伝
説
の
池
～


